


対　

象　

手
話
に
興
味
の
あ
る
方

　
　
　
　

手
話
を
学
び
た
い
方

参
加
費　

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
は
自
己
負
担
）

定　

員　

各
20
名
（
先
着
順
）

受　

付　

４
月
４
日
（
月
）
～
28
日
（
木
）

問
合
せ
／
申
込
み

　
　
　
　
　
　
　

本
所　

☎
22
‐
４
４
５
７

対　

象　

初
級
課
程
修
了
者

　
　
　
　

朗
読
奉
仕
員
に
な
り
た
い
方

参
加
費　

無
料

定　

員　

20
名

受　

付　

４
月
４
日
（
月
）
～
20
日
（
水
）

問
合
せ
／
申
込
み
　

　
　

栃
木
県
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会

　
　
　
　

☎
０
２
８
‐
６
２
５
‐
４
９
９
０

【
手
話
通
訳
Ⅰ
】

対　

象　

手
話
通
訳
者
を
目
指
す
県
民
で
あ

り
、
①
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
終

了
者
、
②
手
話
検
定
２
級
以
上
の

方
、
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
方
。

参
加
費　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は
自
己
負
担
）

定　

員　

各
30
名
（
入
講
試
験
有
）

入
講
試
験　

４
月
16
日
（
土
）
午
前
10
時
～

　
　
　
　
　

と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ

【
手
話
通
訳
Ⅱ
】

対　

象　

手
話
通
訳
者
を
目
指
す
県
民
で
あ
り
、

手
話
通
訳
者
養
成
講
座
Ⅰ
修
了
者

参
加
費　

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
は
自
己
負
担
）

定　

員　

各
30
名

【
通
訳
Ⅰ
、
通
訳
Ⅱ
共
通
】

受　

付　

３
月
７
日（
月
）～
４
月
２
日（
土
）

必
着

　
　

※
宇
都
宮
会
場
で
も
、
同
内
容
の
講
座

を
土
曜
日
に
実
施
し
ま
す
。
詳
細
に

つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
申
込
み

　

と
ち
ぎ
視
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
２
８
‐
６
２
１
‐
６
２
０
８

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
福
寿
園
と
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
共
催
で
毎
月
介
護
予
防
を

目
的
に
し
た
「
元
気
ア
ッ
プ
教
室
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

内　

容　

ボ
ー
ル
を
使
っ
た
運
動
や
健
康
に

関
す
る
講
話
等
、
毎
月
内
容
が
異

な
り
ま
す
。

料　

金　

セ
ン
タ
ー
入
館
料
の
み

問
合
せ　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
福
寿
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
31
‐
３
６
６
６

　

藤
岡
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
障
害

者
総
合
支
援
法
に
定
め
る
地
域
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
事
業
と
し
て
、
創
作
的
活
動
や
生
産

的
活
動
、
日
常
生
活
訓
練
、
社
会
交
流
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
利
用
者
と
一
緒
に
作
業
な
ど
を

し
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
を
募
集

し
ま
す
。

　

関
心
の
あ
る
方
は
、
藤
岡
地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

内　

容　

利
用
者
の
話
し
相
手
や
生
産
的
活

動
な
ど
の
作
業

そ
の
他　

活
動
に
あ
た
っ
て
は
、
社
会
福
祉

協
議
会
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
の

う
え
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加

入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
保
険

料
は
ご
負
担
く
だ
さ
い
）

問
合
せ　

藤
岡
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
62
‐
１
６
６
０

内　

容　

都
賀
地
域
の
、
高
齢
者
世
帯
に
訪

問(

月
１
回
～
２
回)

、
施
設
訪

問(

月
２
回
程
度
４
人
１
組)

で

傾
聴
を
し
ま
す
。

※
発
足
し
て
約
５
年
半
、
現
在
会
員
19
名
で

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
／
申
込
み　

　
　
　
　
　

都
賀
支
所　

☎
28
‐
０
２
５
４

　

岩
舟
支
所
で
開
催
し
て
い
る
〝
親
子
ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン
事
業
〟
を
お
手
伝
い
し
て
い
た

だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

内　

容　

参
加
者
の
受
付
や
会
場
設
営
等

そ
の
他　

活
動
に
あ
た
っ
て
は
、
社
会
福
祉

協
議
会
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
の

う
え
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加

入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
保
険

料
は
ご
負
担
く
だ
さ
い
）

問
合
せ
／
申
込
み　

　
　
　
　
　

岩
舟
支
所　

☎
55
‐
２
４
３
８

　

岩
舟
支
所
で
は
、
毎
月
一
回
自
宅
で
体
験

で
き
な
い
遊
び
や
交
流
を
目
的
に
、
親
子
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
事
業
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

親
子
で
一
緒
に
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
中

心
に
平
成
28
年
度
か
ら
は
、
保
護
者
同
士
で

の
お
し
ゃ
べ
り
タ
イ
ム
を
設
け
る
予
定
で

す
。

　
〝
お
し
ゃ
べ
り
タ
イ
ム
〟
と
は
、
子
ど
も

を
少
し
だ
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
見
て
も

ら
い
、
お
い
し
い
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
子

育
て
の
悩
み
な
ど
を
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
し
ょ

う
と
い
う
時
間
で
す
。
ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

対　

象　

市
内
在
住
就
園
前
の
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者

参
加
費　

1
世
帯
年
間
５
０
０
円
※
内
容
に

よ
っ
て
は
参
加
費
が
別
途
発
生
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
／
申
込
み

　
　
　
　
　

岩
舟
支
所　

☎
55
‐
２
４
３
８

対　

象　

市
内
在
住
の
障
害
者
手
帳
を
お
持

ち
の
方
と
、
そ
の
ご
家
族
。

行
き
先　

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

参
加
費　

大
人　

７
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
18
歳
以
上
）

　
　
　
　

中
人　

６
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
12
歳
か
ら
17
歳
）

　
　
　
　

小
人　

５
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
歳
か
ら
11
歳
）

　
　
　
　

三
歳
以
下　

１
，
０
０
０
円

　
　
　
（
入
園
料
・
バ
ス
代
・
保
険
代
含
む
）

定　

員　

37
名（
車
い
す
使
用
の
方
2
名
迄
）

先
着
順
と
な
り
ま
す
。

申
込
期
間　

平
成
28
年
4
月
4
日
（
月
）
～

4
月
15
日
（
金
）
ま
で

問
合
せ
／
申
込
み

　
　
　
　
　

岩
舟
支
所　

☎
55
‐
２
４
３
８

　

フ
ラ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン
に
乗
車
体
験
後
、
い

わ
ふ
ね
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
方
面
へ
向
か
い
ま

す
。
美
味
し
い
い
ち
ご
を
お
腹
い
っ
ぱ
い
味

わ
い
ま
し
ょ
う
。

行
き
先　

い
わ
ふ
ね
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク

対　

象　

市
内
在
住
の
障
害
者
手
帳
を
お
持

ち
の
お
お
む
ね
18
歳
以
上
の
方
と
、

そ
の
親
族
。

内　

容　

い
ち
ご
狩
り

参
加
費　

１
，
０
０
０
円
（
昼
食
、
い
ち
ご

狩
り
代
込
み
）

定　

員　

20
名

交
通
手
段　

現
地
集
合
（
岩
舟
地
域
在
住
の

方
の
み
送
迎
可
能
）

問
合
せ
／
申
込
み

平
成
28
年
4
月
4
日（
月
）～
4
月
15
日（
金
）

ま
で

　
　
　
　
　

岩
舟
支
所　

☎
55-

２
４
３
８

栃
木
地
区
朗
読
奉
仕
員
養
成
講
座

　

中
級
コ
ー
ス　

受
講
生
募
集

　
　

  

場
所　

栃
木
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

  

日
時　

５
月
24
日
～
９
月
27
日

　
　
　
　
　

  

毎
週
火
曜
日（
全
15
回
）

　
　
　
　
　

  

午
前
10
時
～
12
時

元
気
ア
ッ
プ
教
室
開
催
！

～
元
気
の
秘
訣　

お
教
え
し
ま
す
～

　
　

場
所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
福
寿
園

　
　

日
時　

毎
月
第
４
水
曜
日

　
　
　
　
（
祝
日
、
年
末
等
は
変
更
あ
り
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

手
話
通
訳
者
養
成
講
座

～
栃
木
会
場
～  

受
講
生
募
集

　

場
所　

栃
木
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
【
手
話
通
訳
Ⅰ
】

　

日
時　

５
月
12
日
～
２
月
23
日

　
　
　
　

毎
週
木
曜
日
（
全
36
回
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

　
【
手
話
通
訳
Ⅱ
】

　

日
時　

５
月
12
日
～
２
月
16
日

　
　
　
　

毎
週
木
曜
日
（
全
35
回
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

お
手
伝
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

～
親
子
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
お
手
伝

い
ス
タ
ッ
フ
募
集
～

　

場
所　

岩
舟
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
「
遊
楽
々
館
」

　

日
時　

毎
月
１
回
午
前
10
時
～
正
午

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
か
た
つ
む
り
の
会
」会
員
募
集
！

夢
と
魔
法
の
国

〝
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
へ
の
旅
〟

～
「
心
身
障
が
い
児
・
者
日
帰
り

研
修
事
業
」
参
加
者
募
集
～

集
合
場
所　

栃
木
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
岩
舟
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー「
遊
楽
々
館
」

　
　

日
時　

平
成
28
年
６
月
４
日（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
８
時
集
合
出
発
～

　
　
　
　
　

午
後
９
時
50
分
帰
着
予
定

フ
ラ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン

  

乗
車
体
験
と
い
ち
ご
狩
り
!!

～
障
が
い
者
余
暇
活
動
支
援
事
業

参
加
者
募
集
～

集
合
場
所　

み
か
も
山
公
園
南
口
広
場

　
　

日
時　

平
成
28
年
５
月
14
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

嬉
し
い
☆
楽
し
い
♪

　
　
　
　

  

み
ん
な
大
好
き
！

～
親
子
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
事
業
～

　

場
所　

岩
舟
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
「
遊
楽
々
館
」

　

日
時　

詳
し
い
内
容
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
チ
ラ
シ
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

　
　
　
　
　
　

  

受
講
生
募
集

　
　

場
所　

栃
木
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

日
時　

５
月
11
日
～
３
月
１
日

　
　
　
　
　

毎
週
水
曜
日
（
全
40
回
）

 

【
昼
の
部
】
午
前
10
時
～
12
時

 

【
夜
の
部
】
午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

～
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
～

　

場
所　

藤
岡
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　

日
時　

月
曜
～
金
曜
日
午
前
10
時
～

　
　
　
　

 

午
後
４
時
頃

　
　
　
　
（
都
合
の
つ
く
曜
日
、
時
間
）

ふ
く
ぴ
ー
だ
よ
り
　
第
26
号
（
2
）

明るい笑顔の応援団！











　
　
　
　
　
　
　

Phot 

2

〈
な
る
ほ
ど
！
認
知
症
〉

　

中
島
氏
は
、
認
知
症
を
疾
患
と
し
て
理
解

し
、
正
し
く
向
き
合
う
た
め
に
は
ど
の
よ
う

な
姿
勢
で
関
わ
る
こ
と
が
必
要
か
を
、
噛
み

砕
い
た
言
葉
で
説
明
し
ま
し
た
。
参
加
者
か

ら
は
「
と
て
も
分
か
り
や
す
く
勉
強
に
な

る
。
１
時
間
で
は
短
い
く
ら
い
。
も
っ
と
長

く
聞
い
て
い
た
い
。」
と
の
感
想
を
頂
き
ま

し
た
。

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
お
知
ら
せ

　
～
大
平
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
～

　

平
成
27
年
度
よ
り
、
大
平
地
区
社
会
福
祉

協
議
会(

略
：
大
平
地
区
社
協)

の
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

大
平
地
区
社
協
は
大
平
地
域
46
自
治
会
が

実
施
す
る
地
域
福
祉
活
動
を
支
援
し
て
い
る

組
織
で
す
。
当
ペ
ー
ジ
で
は
、
視
察
研
修
や

講
演
会
等
の
実
施
事
業
・
活
動
を
随
時
報
告

し
て
お
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
『
大
平
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
』
で

検
索
し
て
見
て
く
だ
さ
い
。

感
動
し
た
紙
芝
居
・
絵
本

　

冬
休
み
期
間
、
合
戦
場
小
学
校
、
家
中
小

学
校
、
赤
津
小
学
校
の
３
カ
所
の
学
童
計

１
５
０
名
の
児
童
に
、「
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
か
よ
し
」
が
、
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
を
行
い
ま
し
た
。

　

真
剣
に
耳
を
傾
け
、
聞
い
て
く
れ
る
子
供

た
ち
か
ら
、
大
き
な
拍
手
と
お
礼
の
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
春
　
茶
道
体
験

　
　
～
お
も
て
な
し
を
学
ぶ
～

１
月
６
日
（
火
）

　

ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
館
の
和
室
を
会
場

に
、
親
子
で
茶
道
に
親
し
む
催
し
を
開
催
し

ま
し
た
。
今
回
で
９
回
目
と
な
る
体
験
会
に

は
、
市
内
の
小
学
生
を
は
じ
め
と
す
る
22
名

の
参
加
者
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

日
頃
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
館
で
活
動
し
て

い
る
茶
道
グ
ル
ー
プ
「
茶
の
湯
和
敬
」
の
皆

様
が
指
導
に
あ
た
り
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

和
気
あ
い
あ
い
と
し
つ
つ
も
緊
張
感
の
あ
る

空
気
の
中
で
、
お
茶
の
作
法
と
、
そ
の
一
つ

ひ
と
つ
に
込
め
ら
れ
た
相
手
を
思
い
や
る
細

や
か
な
心
遣
い
を
学
び
、
た
て
た
抹
茶
と
茶

道
の
文
化
を
味
わ
い
ま
し
た
。

講
演
「
認
知
症
を
生
き
る
！
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
実
施

～
認
知
症
の
正
し
い
理
解
と
関
わ
り
方
～

１
月
12
日
（
火
）

　

ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
館
の
研
修
室
を
会
場

に
、
認
知
症
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
講
演「
認
知
症
を
生
き
る
！
」を
、

市
民
を
対
象
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
佐
野
短
期
大
学
で
学
生
の
指

導
に
あ
た
ら
れ
て
い
る
准
教
授
の
中
島
佳
子

氏
を
お
招
き
し
ま
し
た
。
当
日
は
81
名
の
参

加
者
が
来
場
し
、
分
か
り
や
す
く
丁
寧
な
認

知
症
の
解
説
に
、
参
加
者
も
頷
き
な
が
ら
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

第
29
回
ふ
れ
あ
い
の
集
い

１
月
16
日
（
土
）

　

福
祉
団
体
に
よ
る
手
作
り
の
事
業
に
、
約

３
６
０
名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

寸
劇
や
合
唱
、
ダ
ン
ス
、
楽
器
等
の
演
奏

等
の
出
演
者
は
、
こ
の
日
の
為
に
練
習
を

し
、
来
場
者
は
、
素
晴
ら
し
い
心
温
ま
る
演

技
に
感
動
し
ま
し
た
。

☆
い
ち
ご
の
郷
・
な
か
よ
し
☆

12
月
22
日
（
火
）

　

午
前
中
は
、『
ら
く
り
ん
座
劇
団
』
に
よ
る

振
り
込
め
サ
ギ
等
の
啓
発
劇
を
鑑
賞
し
、
被
害

に
あ
わ
な
い
よ
う
楽
し
く
勉
強
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

午
後
は
、
自
分

達
で
焼
い
た

ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ

に
飾
り
を
つ

け
、
ク
リ
ス
マ

ス
ケ
ー
キ
作
り

を
行
い
、
楽
し

い
一
日
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　
　
　

　
　
～
上
手
に
な
っ
た
よ
！
～

１
月
18
日
（
月
）

　

民
生
委
員
福
祉
部
会
・
そ
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
「
駄だ

め

ん

ず

麺
，Ｓ
ク
ラ
ブ
」
の
皆
さ
ん
の
協
力

に
よ
り
、
今
年
も
そ
ば
打
ち
体
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。「
去
年
よ
り
も
上
手
に

な
っ
た
ね
」
と
、
褒
め
ら
れ
た
利
用
者
さ
ん

も
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
そ
ば
ク
ッ
キ
ー
作
り
も
体
験
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

午
後
は
、毛
塚
隆
氏
に
よ
る
中
国
楽
器「
二

胡
」
を
聞
き
な
が
ら
手
作
り
ク
ッ
キ
ー
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

「
お
せ
ち
」
お
届
け

　

毎
年
恒
例
の
年
末
特
別
配
食
事
業
を
実
施

し
ま
し
た
。
事
前
に
各
地
区
の
民
生
委
員
さ

ん
に
希
望
調
査
を
依
頼
し
、
12
月
30
日
に
配

達
。

　

西
方
地
域
で
、
70
歳
以
上
の
方
で
お
一
人

で
お
住
ま
い
の
方
を
対
象
に
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
お
せ
ち
料
理
に
み
か
ん
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
よ
る
手
作
り
切
り
餅

が
98
戸
の
み
な
さ
ん
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
、
い
つ
も
笑
顔
で
と

い
う
願
い
を
込
め
て
…

　

西
方
支
所
で
は
市
の
受
託
事
業
と
し
て
配

食
サ
ー
ビ
ス（
昼
食
）も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

他
に
も
社
協
単
独
事
業
で
日
中
お
一
人
の
方

で
希
望
の
方
に
も
お
弁
当
を
お
配
り
し
て
い

ま
す
。

　

65
歳
以
上
の
方
で
お
一
人
で
お
住
ま
い
の

方
、
老
夫
婦
世
帯
の
方
（
月
）
～
（
金
）
祝

日
は
除
き
ま
す
が
、
ご
希
望
の
日
に
お
届
け

し
ま
す
。

【
申
込
先
】

　
　

西
方
支
所　
　
　
　

☎
92-

８
０
８
０

　
　

栃
木
市
役
所　

西
方
総
合
支
所　

　
　
　

健
康
福
祉
課　
　

☎
92-

０
３
１
０

「
西
方
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　
ク
リ
ス
マ
ス
会
」

　

西
方
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
に
て
、
ま
な
ご
サ

ロ
ン
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
会
と
の
合
同
ク
リ

ス
マ
ス
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
部
は
な
か
よ
し
子
ど
も
園
に
出
向

き
、
子
ど
も
達
の
歌
や
踊
り
で
、
可
愛
ら
し

さ
と
一
生
懸

命
な
演
技
に

涙
す
る
利
用

者
も
い
ま
し

た
。

　

第
２
部
は

ふ
れ
あ
い
プ

ラ
ザ
に
て
、

朝
の
連
ド
ラ

『
あ
さ
が
来

た
』
の
創
作

劇
の
出
し
物

で
ス
タ
ッ
フ

が
次
々
と
ド
ラ
マ
の
登
場
人
物
に
扮
し
て
現

れ
、
笑
い
を
誘
っ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
利
用
者
に
は
サ
ン
タ
か
ら
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
が
配
ら
れ
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
閉
幕

し
ま
し
た
。

　

申
込
み
／
問
合
せ

　
　

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ　

☎
92-

０
８
０
０

　
　

西
方
支
所　
　
　
　

☎
92-

８
０
８
０

～
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
～

ふ
く
ぴ
ー
だ
よ
り
　
第
26
号
（
7
）

明るい笑顔の応援団！

大

平

支

所

西

方

支

所



（平成27年12月～平成28年1月に本会へ寄付のあったものです）（敬称略）
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10,000 
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12,500 
6,000 
1,570 
11,510 
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20,000 
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20,000 
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30,000 

栃木地区グラウンド・ゴルフ協会（第12、13、14回大会）
国府地区自治会長ＯＢ会
篤志家
荒川学園ファッションニット
栃木親菊会
蔵の街カラオケ愛好会
（株）ニッコークリエート
ニッコークリエート労働組合
大宮地区女性会
大宮地区女性会　前会長　故　若色道子　様
おおひらＨＮ誕生日に・500 円玉貯金より
大平町西水代グラウンド・ゴルフ愛好会
栃木キリスト教会
（有）つがや（第 246、247 回）
つがやお客様募金箱
都賀町グラウンド・ゴルフ協会　代表　小山忠一
野州カラオケ愛好会
（株）ユサワ自動車（第195回、196回）
佐野信用金庫岩舟支店
野田信子
熊倉喜義
三谷勝夫「チャリティー歌謡ショー」

社会福祉協議会へ社会福祉協議会へ

福祉基金へ福祉基金へ

子供用下着、プラスチックコップ
タオル多数
車椅子１台
足つぼローラー６台
シューズ５０足

中原忠男
荒川学園ファッションニット
栃木西中学校人権委員会
大橋忠臣
アキレスウェルダー（株）

※開設日については祝日及び12月29日～1月3日を除く
○サービスの内容：日常生活上のあらゆる心配ごとに対して、適切な助言・援助を行います。
○利　用　料　金：無　　料
○お 問 合 わ せ：
　本　　所　総務課生活支援係　☎22－4457　　大平支所　地域支援係　☎43－0294
　藤岡支所　地域支援係　　　　☎62－5861　　都賀支所　地域支援係　☎28－0254
　西方支所　地域支援係　　　　☎92－8080　　岩舟支所　地域支援係　☎55－2438

○利 用 料 金：無　料
○お問合わせ：大平支所 地域支援係 ☎43－0294

○利 用 料 金：無　料
○お問合わせ：そのべ児童館 ☎20－6231

開　設　場　所
大平地域福祉センター
（ふるさとふれあい館）

毎月第 1、3
火曜日

午前9：00～
 　　12：00

開 設 日 開 設 時 間

法律相談（要予約） こども発達相談
開 設 場 所

そのべ児童館 毎月第 3
金曜日

午後２：00～
　　　４：00

開 設 日 開 設 時 間

心配ごと相談所
○事業概要：相談員が、日常生活上の相談に応じます。　　　　　　※秘密は厳守します。

開　設　場　所
栃木保健福祉センター
大平地域福祉センター（ふるさとふれあい館）
藤岡公民館（旧 藤岡福祉センター）
栃木市社会福祉協議会 都賀支所
西方保健センター
岩舟健康福祉センター（遊楽々館）

毎月第１火曜日
毎月第２火曜日
毎月第３火曜日
毎月第４火曜日
毎月18日
毎月8日

午前９：30～11：30　
午前９：30～11：30　
午前９：30～11：30　
午前９：30～11：30　
午後 １：00～ ３：00　
午後 １：30～ ３：30　

開　設　日 開　設　時　間

各種相談事業のご案内

一過性の体験学習とならないように、その体験に応じたねらいを設定し
ます。また、「辛そうだ」や「かわいそう」などというようなマイナス
な一方的福祉観で終わらないように、当事者の声や地域住民の話などを
通じて考えながら学ぶことのきっかけをつくります。

気づき 考える 行　動 ふり返りねらい

ねらい

高齢者や障がいの有無に関わらず、誰もが何かしらの手助けを受けなが
ら生活していることや、自分自身の周りに困っている人がいないか、み
んなで考え行動することが大きな力になることに気づくことを促します。

気づき

自分たちでできることを考えます。生活に不自由がある方は何が原因で
不自由なのか？またはこんなことで困るかもしれないなどと考えて取り
組みを考えます。

考える

自分たちで考えたことを実際に行動してみます。また、「～してあげる」
という考えを無くして「ささえあい」という意識を向上させます。行　動

単なる体験で終わらないように、体験前と後の自分たちの「考え」や「思
い」の変化を知ります。また、学んだことをまとめて客観的に振り返る
ことで学んだことを深化させます。

ふり返る

☞福祉体験用具の貸出
　車いす／高齢者疑似体験／アイマスク・白杖／点字機器
☞学校と当事者や地域住民とのコーディネート
☞福祉教育推進事業助成金の交付
☞福祉体験授業等への講師派遣
☞夏休みなどの長期休暇を利用したボランティアスクールの実施

ありがとう あたたかい善意

地域福祉の推進地域福祉の推進
～学校への福祉教育の取り組み～～学校への福祉教育の取り組み～

　社会福祉協議会の最大の使命は、「地域福祉の推進」です。それには、地域住民の

方が主役となりさまざまな地域福祉課題を解決していくことが重要となってきます。

　そこで、栃木市社会福祉協議会では　　　　　　　　　　　　　　という視点か

ら、障がいや高齢だけをテーマにするのではなく、地域のさまざまな文化や背景に

も目を向けながら、自分自身も地域の大切な一員として、人権や命の大切さについ

ても考え、学びながら地域に根付いた福祉教育を目指しています。

ふつうにくらすしあわせふつうにくらすしあわせ

「心と心のふれあう
　 福祉のまち」づくり

「心と心のふれあう福祉のまちづくり」の
根幹を支える「ひと」づくり

「心と心のふれあう福祉のまちづくり」の
根幹を支える「ひと」づくり

栃木市社会福祉協議会の取り組み栃木市社会福祉協議会の取り組み

学校での福祉教育・学習内容

福祉の心を
育てる。

福祉に対する
理解と関心を
深める。

福祉の実践意欲を向上させ、
態度を身につけさせる。

出典：とちぎ版　福祉教育ハンドブック　～育てよう ! 未来へのチカラ～
　　　栃木県社会福祉協議会／とちぎ福祉教育研究会　平成 23年 3月発行

福祉教育を進めていくために共有したい役割福祉教育を進めていくために共有したい役割 社会福祉協議会が行う体験学習社会福祉協議会が行う体験学習

出典：福祉教育実践ガイド「地域福祉は福祉教育ではじまり
　　　福祉教育でおわる」全国社会福祉協議会・全国ボラン
　　　ティア・市民活動振興センター　平成 24年４月発行

□ 子どもたちへの働きかけ
□ 保護者への働きかけ
□ 地域の人を学校に受け入れる場づくり
□ 学校から地域に出て行く場づくり
□ 教職員自身の研修の場の設定

□ 地域の資源（ひと・もの）を増やす
□ 学校行事への協力
□ 多くの地域住民の地域活動参画推進
□ 学校の取り組みを受け入れる意識づくり

□ 発展的で多様な福祉教育プログラムの企画

□ 福祉教育サポーターの育成
□ コーディネート（つなぎ役を果たす）
□ 広報活動
□ プラットフォームの提供

つながりキーワード

学 校学 校

地 域地 域 社 協社 協
福 祉 教 育

【例】問題解決のためのプログラム
　　 地域に還元するためのプログラム
　　 地域の人が協働参画するためのプログラム

□本　　所　☎２２－４４５７　  □大平支所　☎４３－０２９４
□藤岡支所　☎６２－５８６１　  □都賀支所　☎２８－０２５４
□西方支所　☎９２－８０８０　  □岩舟支所　☎５５－２４３８

その他、学校以外での各種相談にも対応させていただきますのでお問合せください。

車いす体験

手話体験

高齢者疑似体験

点字機器体験

アイマスク体験

当事者の講話


